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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年9月28日(2017.9.28)

【公開番号】特開2016-48354(P2016-48354A)
【公開日】平成28年4月7日(2016.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-021
【出願番号】特願2014-173917(P2014-173917)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月21日(2017.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レン
ズ群、正の屈折力の第３レンズ群を含む後群を有し、ズーミングに際して隣り合うレンズ
群の間隔が変化するズームレンズであって、
　前記後群は全体として正の屈折力を有し、前記第３レンズ群は前記後群の最も物体側に
配置され、ズーミングに際して、前記第１レンズ群、前記第２レンズ群、前記第３レンズ
群は移動し、
　広角端における全系の焦点距離をｆｗ、望遠端における全系の焦点距離をｆｔ、前記第
１レンズ群の焦点距離をｆ１、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２、広角端から望遠端へ
のズーミングにおける前記第１レンズ群、前記第２レンズ群、前記第３レンズ群の移動量
をそれぞれｍ１、ｍ２、ｍ３とするとき、
　０．８＜｜ｆ２／ｆｗ｜＜１．５
　１．１＜ｆ１／ｆｔ＜２．０
　－１．９＜ｍ１／ｍ２＜－１．０
　－２．３＜ｍ３／ｍ２＜－１．１
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　４．２＜ｆ１／ｆｗ＜７．５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記第３レンズ群の焦点距離をｆ３とするとき、
　１．０＜ｆ３／ｆｗ＜４．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
　前記後群は５つ以上のレンズを有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項
に記載のズームレンズ。
【請求項５】
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　前記第２レンズ群は広角端から望遠端へのズーミングに際して像側に単調に移動するこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項６】
　広角端から望遠端へのズーミングに際して、全てのレンズ群が移動することを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項７】
　望遠端における、前記ズームレンズのＦナンバーをＦｎｏｔとするとき、
　０．１＜Ｆｎｏｔ／（ｆｔ／ｆｗ）＜１．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項８】
　前記後群は、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群、正の屈折
力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群より構成されることを特徴とする請求項１
乃至７のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項９】
　前記後群は、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折
力の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群より構成されることを特徴とする請求項１
乃至７のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
　前記後群は、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群、正の屈折
力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群、正の屈折力の第６レンズ群より構成され
ることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形
成された像を受光する撮像素子とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１２】
　望遠端における、前記ズームレンズのＦナンバーをＦｎｏｔ、広角端から望遠端のズー
ミングに際して、軸上光線もしくは軸外光線が前記第３レンズ群の最も物体側のレンズ面
を通過する入射高さの最大値をｈｇｔ、前記撮像素子の有効範囲の対角線長の半分をＹｍ
ａｘとするとき、
　０．２＜ｈｇｔ／（Ｙｍａｘ・Ｆｎｏｔ）＜１．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１１に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明のズームレンズは、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ
群、負の屈折力の第２レンズ群、正の屈折力の第３レンズ群を含む後群を有し、ズーミン
グに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化するズームレンズであって、
　前記後群は全体として正の屈折力を有し、前記第３レンズ群は前記後群の最も物体側に
配置され、ズーミングに際して、前記第１レンズ群、前記第２レンズ群、前記第３レンズ
群は移動し、
　広角端における全系の焦点距離をｆｗ、望遠端における全系の焦点距離をｆｔ、前記第
１レンズ群の焦点距離をｆ１、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２、広角端から望遠端へ
のズーミングにおける前記第１レンズ群、前記第２レンズ群、前記第３レンズ群の移動量
をそれぞれｍ１、ｍ２、ｍ３とするとき、
０．８＜｜ｆ２／ｆｗ｜＜１．５
１．１＜ｆ１／ｆｔ＜２．０
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－１．９＜ｍ１／ｍ２＜－１．０
－２．３＜ｍ３／ｍ２＜－１．１
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　以下、本発明のズームレンズ系及びそれを有する撮像装置の実施例について説明する。
本発明のズームレンズは、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群
、負の屈折力の第２レンズ群、正の屈折力の第３レンズ群を含む後群を有し、ズーミング
に際して、隣り合うレンズ群の間隔が変化する。第３レンズ群は後群の最も物体側に配置
されている。ズーミングに際して第１レンズ群、第２レンズ群、第３レンズ群が移動する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　各実施例のズームレンズにおいて更に好ましくは次の条件式のうち１つ以上を満足する
のが良い。それによれば各条件式に対応した効果が得られる。第３レンズ群Ｌ３の焦点距
離をｆ３とする。望遠端におけるズームレンズ（全系）のＦナンバーをＦｎｏｔとする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　広角端から望遠端へのズーミングに際して、全てのレンズ群が移動することが良い。こ
れによれば高ズーム比化を図りつつ、ズーミングに際しての収差変動を軽減するのが容易
になる。
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